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Fig.1 Causal structural model of farming accident 
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1.はじめに 我が国では年間約 45,000件もの農作業事故が発生し, 毎年 350名を超える人命が失わ

れている。他産業では労働衛生環境の改善が図られるなか, 農作業事故(以下, 事故と省略)死はこの

40 年間ほとんど変わらず高位安定のまま推移してきた。これまでに講じられてきた事故防止対策

は，作業者に注意喚起を促すパンフレットの作成と配布，また農作業機械に対する安全装置の開発

と実装などに軸足が置かれてきた。これらの対策は，ヒューマンエラーの抑止や事故発生時のダメ

ージ軽減には一定の効力を発揮するが，全ての事故を防ぐには限界がある。農業従事者の減少と高

齢化が急速に進む今日，産業の安定性・持続性を保つためにも，事故を起こさせない安全な就労環

境を創出することが喫緊の課題といえる。そこで本研究では農作業における総合的な安全対策を講

じるための基礎として，事故事例の収集を図るとともに，聞き取り調査ならびに現地調査に基づい

て事故の発生要因とプロセスを基盤構造の観点から考察することを目的とした。 

２．研究の方法 1）研究の仮説：本研究では，事故

の発生構造を紐解くため，図 1 のようなモデルを作

成した。このモデルに従うと，事故は①～④の重複

部分で発生し，特に重大な人身事故は「c：機械的要

因」が関係する②～④で発生すると考えられる。ま

た③や④などの事故発生には「a：構造的要因」が大

きく影響していると考えられる。 

2）研究の流れ：本研究では，事故の事例集積・類型化を行い基盤構造が要因と考えられる事例の

実態把握を行った上で，事故の発生プロセスを整理し，事故要因となる基盤構造の特徴について考

察する。具体的に，関係機関において資料収集と事故事例を集積し，当事者および現場が特定でき

たものに対して，事故発生時の作業内容や使用機械を把握するための聞き取り調査を行う。これに

基づいて，フォルトツリー（以下，FT と略）分析ならびにイベントツリー（以下，ET と略）分析

を行い，人的要因・機械的要因・構造的要因の観点から事故発生に至るプロセスと発生要因を整理

する。また現場の地形測量を行い，事故要因となる基盤構造の条件について考察を行う。 

3.結果と考察 1)事例集積と類型化：T 県の担当課において資料収集を行った結果，T 県内では H14

～H24 の間に 71 件の死亡事故が発生していることが判明した。また死亡に至らない事故，いわゆ

る傷害・物損事故は表面化されにくく行政機関においても実数の把握は困難であることが示唆され

た。そこで複数の営農者，また栃木県農業機械士協議会と農研機構生研センターに情報の照会を行

い，事故現場や当事者が特定できる 17 件の事故事例（傷害・物損 13 件，ヒヤリ・ハット 3 件，死

亡１件）を収集した。事故状況を整理したところ，これらの事例はすべて圃場間の移動や維持管理

作業時における農業機械の操作・運転中に発生しており，その発生地点は圃場内が２件，圃場外で

発生した事例が 15 件 2 件となった。 

2)事故発生のプロセスと要因：13 件の傷害・物損事故のうち，2012 年時点で当事者の協力を得ら

れたトラクター横転事故と除草作業中の滑落事故に対して FT 分析及び ET 分析を行った。まずト

ラクター横転事故について，考えうる事故の発生要因を列挙し，これらを人的要因・機械的要因・
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